
特集 無線の応用システムとその関連技術
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近年,高速ディジタル伝送サービス,ISDN(Integrated Services Digital

Network)サービスの開始に伴い,電話,コンピュータ,データ端末,ファクシ

ミリ,ワードプロセッサ,パーソナルコンピュータなど多様な情報を効率よく

経済的に利用するため,企業内の高度情報通信システム(企業内ネットワーク)

の構築が急増している｡

これに対応して,日立製作所では,企業がネットワークを構築するために必要

となる製品群,および関連技術を体系化したネットワークシステム"PLANET''

(PlatformforAdvanced Network)を発表している｡

50GHz簡易無線装置"H-Link50”は,PLANET用装置として開発されたミ

リ波帯を使用した簡易無線通信装置であー),オフィスや工場間の電話,データ,

画像などのマルチメディアネットワークを,簡易にしかも経済的に構築できる｡

n 緒 言

近年,情報伝送のニーズが高度化,多様化しており,情報

ネットワークのディジタル化が進められ,電話,コンピュー

タ,データ端末,ファクシミリ,ワード7()ロセッサ,パーソ

ナルコンピュータなどの多様な情報が通信回線を介して情報

交換されている｡これらの情報通信量は飛躍的に増加する傾

向にあー),各種ネットワークに対する要求はますます多様化

してきている｡

こうした中で,昭和58年6月郵政省告示の電波法改正によ

り,簡易無線として50GHz帯のミリ波を使用できるようにな

り,近距離での高速ディジタル信号やテレビジョン信号など

の広帯域及方向ネットワークを構築できるようになった｡ま

た,50GHz簡易無線装置は無線従事者が不要で,免許手続き

も簡易化されており,ユーザーにとって手軽で,融通件のあ

るネットワークシステムの応用ができるようになった｡

H-Link50は,企業内ネットワークなどのニーズに臨機応変

にこたえるミリ波簡易無線装置で,河川や鉄道,道路を挟ん

だオフィスやデパートの本館,別館,工場間などで信頼性の

高い情報ネットワークを簡易に,しかも経済的に構成できる｡

また,ll立マルチメディア多重化装置Ⅰ･iITMUXを利用すれば,

電話はもちろん,ファクシミリ,コンピュータ間の情報伝達

など,さまぎまな用途にあわせた回線構成も'吋能になr),コ

ミュニケーションの効率化に大きく貢献できる｡ミリ波通信

での各種ニーズの代表的な適用領域を図】に示す｡
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凶 50GHz簡易無線装置の概要

2.1特 徴

50GHz簡易無線は,次に述べるような特徴がある｡

(1)広帯域信号の短距離伝送が吋能

伝送内容

通信形態
映 像 データ 音 声

固定通信

テレビジョン電話

テレビ会議

図面伝送

私設線

l
L A N

可搬通信 監視
臨時回線

移動通信
クレーン,ロボット制御

コードレス

(屋内)

OA

データ

エントリ端末

端末

図l ミリ波通信の適用領域 多種多様なユーザーニーズに適用可

能である｡
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画像･音声伝送の場合,占有周波数帯域幅が40MHz,電

話･データ伝送の場合,10MHzの占有周波数帯城幅で広帯域

信号の伝送が可能である｡

(2)同時双方向通信(仝二重通信)が可能

送信周波数と受信周波数を異ならせることにより,同時双

方向通信が可能である｡

(3)周波数の繰り返し利用が可能

波長が短いため,高利得で指l叶性の鋭いアンテナが便川で

き,他回線からの十渉が少なくなるため,他の無線システム

よりも利用効率の高い回線構成が可能である｡

(4)公道,河川の横断が容易

見通し内であればケーブルの布設が1く要であるため,公道,

鉄道,河川などを挟んだ伝送が可能である｡

(5)免許手続きの簡略化

メーカーが取得した装置の技術基準適合証明吾があれば,

ユーザーは開局申請時の書類審査だけで無線免許が交付され

る｡

2.2 50GHz帯の電波伝搬今寺性と伝送距離

50GHz帯の電波は,降雨によって強い減衰を′受ける｡また,

晴天時でも大気中の酸素ガスや水蒸気による吸収によって減

衰を受ける｡

晴天時は10～20kmまでの伝送は可能であるが,降雨時は大

表l 代表的な回線例 設置に際しては,現地での調査を必要とする｡

都市例
許 容 断 時 間 率

降雨量
2km 5km

東 京
約0.O15% 約0.2%

中
(l.5時間/年) (18時間/年)

札 幌
約0.Ol%以下 約0.07%

少
=時間/年以下) (6時間/年)
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注:装置寸法〔幅【50×奥行き260×高さ130(mm)〕

アンテナ寸法〔¢300×奥行き140(mm)〕

図3 H-Lhk50(日立50GHz簡易無線装置)外観 アンテナには,

直射日光に対する而利生を向上させるため,サンシェードを付加すること

が可能である｡

きな減衰を受けるので,エラー率の許容範囲と条件をよく把

握して,区間距馳を暗大時よりも短くする必要がある｡降雨

を考慮した場合の実用的な回線としては,1～5km程度に選

ぶ必要がある｡

参考として,東京および札幌での代表的な回線例を表1に

ホす｡

臣I H-Link50の概要

H-Link50のハードウェア系統を図2に,外観を図3に示す｡

この装置は送受信機,カセグレンアンテナ(パラボラアンテ

ナ),インタフェースで構成されている｡これらの主要諸九を

表2にホす｡

送受信機の内部回路は最新の電子技術によって同体化され

ておF),装置の小形･軽量化を実現し取r)扱いが容易である
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インタフェース装置と送受信装置を個別化したことによって,各種システム化対応が容易である｡



と】t小寺に信相性の向上を図っている｡

また,無線回線として高品質な伝送を確保するために,30

cmのカセグレンアンテナを標準で装備している(,このアンテ

ナは,反射而の保護としてレドームを付加しておr),降雪時

にも高品質な回線品質を保持している｡

送受信機は防滴構造であり,サンシェードを付加すること

によって,直射日光に対する耐竹三を向上させている｡

インタフェースとしては,H-Link50とR克マルチメディア

多重化装置HITMUX,PBX(PrivateBranchExchange)川

50GHz簡易無線装置"【一+mk50”903

および画像システムとの3種類のインタフェースユニットが

用意されている｡これら装置とシステム化を行うことにより,

各種ネットワークへのんb用が可能である｡

臼 ネットワークシステムへの応用

H-Ⅰノink5∩を用いたシステムには,大別して次の3種類があ

る｡

(1)日立マルチメディア多重化装置HITMUXを利用するネッ

トワークシステム

表2 H-Lhk50主要諸元 電話･データ用装置および画像･音声用装置の主要諸元を示す｡

項番 項 目
形名 HL-50GDl,5M HL-50GD2M HL-50G〉

l 用 途
電話･データ用

画像･音声用
H什MUX対応 CXZOOO･CX5000･DX対応

2 使 用 周 波 数 50.44GHzから50.6ZGHzの19波 50.44GHzから50.60GHzの5波

3 送受信周波数間隔 500MHz

4 発 振 方 式 自助発振

5 通 信 方 式 復信方式

6 伝 送 容 量 l.544Mビット/s 2.048Mビット/s 映像(カラー動画)lチャネル
(他にオーダワイヤlチャネル) (同 左) 音声2チャネル

7 変 調 方 式 FM

8 電 波 形 式 F9W F8W,F9W

9 送 信 周 波 数 装置銘板に記載

10 周l:波 数 偏 差 ±200ppm以内

ll 最大周 波 数偏移 6MHzp-P 6MHzp-P 映像:】OMHzp-P,音声二400kHzp-P

12 最 高 変調周 波数 l.544MHz 2.048MHz
映像:4.2MHz,音声:50～10kHz

(NTSCカラー信号)

13 占 有 帯 域 幅 10MHz iOMHz 40MHz

14 空 中 線 電 力 10mW標準

15 スプリアス発射強度 1001↓W以下

16 受 信 周 波 数 送信周波数に対応する一波
17 受 信 方 式 スーパーヘテロダイン方式
18 受 信 雑 書 指 数 15dB以下

19 限界受信人カレベル -70dBm

20 入出力インタフェース 3Vp-P/l川臼平衡
映像:lVp-P/75Q不平衡
音声:OdBm/600Q平衡

21 空中線利得(半値幅) d300mカセグレンアンテナ40dBい.5亡)
2Z 電 源 AC100〉 AC100V,DC24〉,DC48V AC100V

Z3 消 費 電 力 70〉A以下 AC7DVA以下,DC40VA以下 70VA以下

24 使 用 温 度 範 囲
-iO～十50dC(屋夕り,0～十40bc(屋内)

25 外 形 寸 法

送受信機 幅150×奥行き260二く高さ130(mm)
アンテナ ¢300×奥行き140(mm)
インタフェース 幅200×奥行き270×高さ100(mm)
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をサポートして

いないもの

HITM〕X(日立マルチメディア多重化装置) NTT(日本電信電話株式会社)

℡電話機

璧壷クシミリ
データ端末

勢-一過
ハイプlトソドホン

図4 日立マルチメディア多重化装置HITMUXを接続したネットワークシステム NTTの高速ディジタル回線(l.544Mビット/s)の代替機能と

して適用可能となる｡
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電話機雪
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図5 日立ディジタル電子交換機を接続したネットワークシステム TTC2,048Mビット/s高速ディジタル回線インタフェースを持つCX5000･

CX2000･DXシリーズ電子交換機の適用が可能である｡
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図6 画像･音声伝送ネットワークシステム ケーブル布設の困難な2点間で,経済的に画像･音声信号の伝送が可能である｡

TTC(電信電話技術委員会)の2.048ビット/sインタフェース

をサポートしていないPBXとH-Link50を接続する場合,HIT-

MUXを併設する｡このネットワークシステムでは,H-Link50

は,高速ディジタル回線(1.544Mビット/s)として適用可能で

あー),経済性の高い高速ディジタルネットワークを容易に構

築できる｡適用例を図4に示す｡

(2)日立ディジタル電子交換機CX5000･CX2000･DXシリー

ズとのネットワークシステム

H-Link50と,日立ディジタル電子交換機CX5000･CX2000･

DXシリーズを直接接続する場合,日立ディジタル電子交換機

のTTC2.048Mビット/s高速ディジタル回線インタフェース

を用いることによって,音声,データのいずれも伝送可能で

ある｡適用例を図5に示す｡このシステムでは,分散したオ

フィスや工場のそれぞれに設置されたPBX間を接続できる｡

事業部門ごとに分散された独立のビル間など,幹線道路に

よってケーブルの布設が困難な場合で,容易にしかも経済的

に企業内ネットワークを構築することができる｡

(3)画像伝送ネットワークシステム

画像と音声を伝送する場合の適用例を図6に示す｡

このシステムでは,公道,鉄道,河川の横断などケーブル

布設の困難な2点間に,経済的に画像信号を伝送することが

できる｡
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日 結 言

以上,50GHz簡易無線のシステム説明などについて述べた｡

経済･社会の進歩,産業の高度化とともに,新しい通信シ

ステムのニーズは増え,新しい周波数への強い要求はあった

が,ミリ波帯電彼の利用は思うように進まなかった｡この大

きな障害は,ミリ波帯大気伝搬特性が他の実用化された周波

数帯と比べて良くないことである｡このため,ミリ波帯電波

の利用方法がわからない点が多々あった｡しかし,50GHz簡

易無線局の開放によって伝搬特性もフィールドデータなどに

よって判明し,無線通信凶線の設計も容易に行えるようにな

った｡

今後50GHz簡易無線は各種システムで利用され,ますます

実用化が進むと考えられる｡また,ミリ波電波利用のフロン

ティアとして,ミリ波全般にわたる各種のニーズを掘r)起こ

し,大きな力を発揮すると期待される｡

参考文献

1)郵政省電波研究所電波部:40GHz以上の電波利用の研究につ

いて(昭61-1)

2)株式会社H本技術経済センター:50GHz帯簡易無線局実用化

レポートーi軸像,データ伝送用周波数の開放1(昭58-10)




